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子ども医療費の支給対象年齢を
中学３年生まで拡大します

第８回関西カワセミ会
第37回球磨中学校卒業証書授与式
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田舎の体験交流館「さんがうら」が受賞
くまもと里モン賞（コミュニティ活動部門）

　

田
舎
の
体
験
交
流
館

「
さ
ん
が
う
ら
」が
、
く
ま

も
と
里
モ
ン
賞（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
部
門
）を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

田
舎
の
体
験
交
流
館

「
さ
ん
が
う
ら
」
で
は
、

毎
月
２
回
体
験
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。選
定
委
員
か
ら
は「
廃

校
を
逆
手
に
と
っ
た
取
り

組
み
は
ユ
ニ
ー
ク
で
心
強

い
」「
大
学
と
の
連
携
も

あ
り
、
今
後
の
成
果
が
期

待
で
き
る
」
と
評
価
が
あ

り
ま
し
た
。

　

冨と
み
な
が永
敏と

し
お夫
施
設
長
は

「
受
賞
は
地
域
の
皆
さ
ん

の
協
力
の
賜
物
。
こ
れ
か

ら
も
地
域
と
共
に
運
営
し

て
い
き
た
い
」
と
受
賞
の

喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

旧神瀬小体育館で開催された第２回
たかおと運動会は、神瀬地域の住民
が集まって親睦を深める機会となる
とともに、笑顔あふれる大会となり
ました。（※関連記事を７ページに
掲載。）

今月の
表紙

急流と鍾乳洞の里「球磨村」
球磨村は熊本県の南部にあります。九州最大の鍾乳
洞「球泉洞」や村の中央を球磨川が流れ、眼下に雄
大なパノラマが広がる自然豊かな遊びの宝庫です。
おだやかに、緩やかに、人と自然が調和した悠久の
ロマンが、今も受け継がれています。
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子ども医療費の支給対象年齢を
中学３年生まで拡大します

第８回関西カワセミ会

第37回球磨中学校卒業証書授与式

Kuma Village Topics
暮らしの中の ICT ／球磨村文化祭＆生涯学習フェスティバル／ひなまつ
りコンサート／球磨村教育論文表彰式／ヤマメの稚魚の放流／第２回た
かおと運動会／三球蓮球技大会／第１分会グラウンド・ゴルフ大会

球磨村の保育園でフッ化物洗口が始まります

平成26年度子どもの健康診断

平成26年度納期一覧

情報の窓口
春の農作業安全確認運動／自動車税の納付／休診のお知らせ／ダニを
媒介した病気にご注意ください／こころの健康相談／労働相談／ここ
ろの悩み相談／かわせみ物産館に農林産物を出荷しませんか／急流と
鍾乳洞の里まつり

我ら球磨村学校応援団

球磨村社会福祉協議会

陽だまり

青年団
球磨太郎レシピ

本のある暮らし
みんなの広場
戸籍の窓

人口・世帯の動き
各種相談日程
休日当番医　④月
行事予定　EVENT CALENDER　④月

Smile　～笑顔で輝く球磨人～／編集後記
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村
で
は
、
子
育
て
世
代
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
と
、
病

気
の
早
期
治
療
を
目
的
に
、
子
ど

も
が
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
医
療
機

関
に
掛
か
っ
た
と
き
の
医
療
費
自

己
負
担
額
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
は
、
子

育
て
支
援
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る

た
め
、
支
給
対
象
年
齢
を
こ
れ
ま

で
の
「
小
学
校
６
年
生
ま
で
」
か

ら
「
中
学
校
３
年
生
ま
で
」
に
引

き
上
げ
ま
す
。

※
変
更
前

【
対
象
年
齢
】

出
生
か
ら
小
学
校
修
了
前

（
12
歳
到
達
後
、
最
初
の
３
月
31

日
ま
で
）

←

※
変
更
後

【
対
象
年
齢
】

出
生
か
ら
中
学
校
修
了
前

（
15
歳
到
達
後
、
最
初
の
３
月
31

日
ま
で
）

　

中
学
生
の
子
ど
も
医
療
費
は
、

平
成
26
年
４
月
治
療
分
以
降
の
医

療
費
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
新
し

い
受
給
者
証
は
、
３
月
末
か
ら
順

次
送
付
し
て
い
く
予
定
で
す
が
、

受
給
者
証
が
届
く
前
に
受
診
し
た

医
療
費
に
つ
い
て
は
、
役
場
で
確

認
を
し
た
後
に
払
い
戻
し
を
し
ま

す
の
で
、
受
診
翌
月
の
15
日
ま
で

に
、
支
払
っ
た
金
額
が
分
か
る
領

収
書
と
認
印
を
持
参
の
上
、
健
康

衛
生
課
窓
口
ま
で
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
子
ど
も
医
療
費
と
は

　
０
歳
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で

の
お
子
さ
ん
が
、
入
院
・
通
院
・

歯
科
・
調
剤
・
装
具
な
ど
で
診
療

を
受
け
た
場
合
に
、
医
療
機
関
で

支
払
っ
た
医
療
費
の
一
部
を
助
成

す
る
制
度
で
す
。

■
対
象
と
な
る
人

　
球
磨
村
に
住
所
が
あ
り
、
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
０
歳
か
ら

中
学
校
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も（
中

学
生
は
15
歳
に
到
達
し
た
日
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
が
対
象
）。

■
助
成
方
法

　
助
成
の
方
法
は
、
受
給
者
が
医

療
機
関
等
の
窓
口
で
支
払
わ
ず
に

済
む
「
委
任
払
い
」
と
、
受
給
者

が
窓
口
で
医
療
費
を
支
払
っ
た

後
、
村
に
申
請
し
て
払
い
戻
し
を

受
け
る「
償
還
払
い
」が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
方
法

「
委
任
払
い
対
象
者
」（
ピ
ン
ク
の

受
給
者
証
の
人
）

　
人
吉
・
球
磨
地
域
の
医
療
機
関

で
受
診
し
た
外
来
診
療
に
つ
い
て

は
、申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
圏
域
外
の
外
来
と
入
院

に
つ
い
て
は
、
役
場
窓
口
で
の
申

請
が
必
要
で
す
の
で
、
領
収
書
、

印
鑑
を
持
参
の
上
、
申
請
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
村
で
申
請
書

を
受
理
し
た
後
、
受
給
者
の
口
座

へ
払
い
戻
し
を
行
い
ま
す
。

「
償
還
払
い
対
象
者
」（
黄
色
の
受

給
者
証
の
人
）

　
全
て
の
医
療
機
関
受
診
に
対
し

て
、
役
場
へ
の
申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
医
療
機
関
窓
口
で
支
払

い
後
は
、
領
収
書
・
印
鑑
を
持
参

し
、
役
場
の
窓
口
で
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。
村
で
申
請
書
を
受
理

し
た
後
、
受
給
者
の
口
座
へ
払
い

戻
し
を
行
い
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
書
類

・
医
療
機
関
で
証
明
を
受
け
た
申

　
請
書
、
ま
た
は
領
収
書

・
印
鑑

■
問
い
合
わ
せ

健
康
衛
生
課
保
険
医
療
係

☎（
３
２
）１
１
３
９

子ども医療費の支給対象年齢を
中学３年生まで拡大します
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古里はいつまでも
心の支え第８回関西カワセミ会

　
第
８
回
関
西
カ
ワ
セ
ミ
会
は
２

月
22
日
、
京
都
府
京
都
市
の
ホ
テ

ル
京
阪
京
都
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
、
初
参
加
の
４
人
を

含
む
28
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
伊い

と
う藤
弘ひ

ろ
こ子
会
長
は
「
関
西
に
住

ま
い
は
移
し
た
け
れ
ど
、
球
磨
村

の
こ
と
は
、
い
つ
も
頭
の
中
に
あ

り
ま
す
。
古
里
は
い
つ
ま
で
も
心

の
支
え
で
す
」
と
古
里
を
思
い
な

が
ら
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
議
事
で
は
、
事
業
報
告
と
会
計

報
告
が
あ
り
と
も
に
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
第
10
回
の
記
念
大

会
で
「
里
帰
り
ツ
ア
ー
」
が
計
画

さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
一
人

ず
つ
近
況
の
報
告
な
ど
を
し
ま
し

た
。
ま
た
、
球
磨
村
の
物
産
品
が

当
た
る
抽
選
会
や
物
産
品
の
販
売

も
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ

ん
は
、
古
里
の
話
題
が
尽
き
な
い

ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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カワセミ会の会員を募集しています
　球磨村では、今年 11 年目となる「東京カワセミ会」、９年目の「関西カワセミ会」、８年目の「九州カワセミ会」、
６年目の「東海カワセミ会」のそれぞれの会員の拡大を図り、都市部へのふるさと情報の発信に努めています。会
員拡大のため、各地域に在住のご親族や友人の方などがおられましたら、総務企画課企画広報係までお知らせくだ
さい。お知らせいただいた情報は厳重に管理し、目的以外へ使用しないこととしています。

（問い合わせ）総務企画課企画広報係　☎（32）1138

１

３

４

５

６

２

１今回参加した皆さんで記念撮
影２関西カワセミ会会長の伊藤
弘子さん３-5 参加者の皆さん
同士会話も弾んでいました６一
人ずつ近況の報告がありました

新
た
な
旅
立
ち

　
球
磨
中
学
校
第
37
回
卒
業
証
書

授
与
式
が
３
月
９
日
、
同
校
体
育

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
卒

業
生
33
人
は
、
３
年
間
過
ご
し
た

学
び
舎
か
ら
巣
立
ち
、
そ
れ
ぞ
れ

の
新
た
な
道
へ
と
旅
立
ち
ま
し
た
。

　

卒
業
証
書
の
授
与
は
、
田た

し

ろ代

修お
さ
む

校
長
か
ら
卒
業
生
一
人
一
人

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。卒
業
生
は
、

卒
業
証
書
を
受
け
取
る
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
保
護
者
の
も
と
へ
と
歩
み

寄
り
、
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

手
渡
し
ま
し
た
。

　
田
代
修
校
長
は
「
皆
さ
ん
が
卒

業
で
き
る
の
は
、
一
人
一
人
の
努

力
は
も
ち
ろ
ん
、
保
護
者
や
地
域

の
人
た
ち
の
お
か
げ
だ
と
い
う
こ

と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
毎

日
続
け
て
き
た
部
活
、
学
習
を
通

し
て
継
続
す
る
力
な
ど
目
に
見
え

な
い
力
が
付
い
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
自
分
を
磨
く
こ
と
を

惜
し
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
、
努
力
は
必
ず
報
わ
れ
る
、
や

れ
ば
で
き
る
と
い
う
信
念
を
持
っ

て
前
進
し
て
く
だ
さ
い
」
と
卒
業

生
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

卒業
第
37
回
球
磨
中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

１２３４

５

１緊張した面持ちで入場する卒
業生２田代校長から卒業証書を
受け取る卒業生３感謝の気持ち
を込めて保護者に卒業証書を手
渡す４在校生から卒業生に贈る
言葉５涙をこらえながら歌った
卒業生33人による「門出の詩」
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Kuma Village Topics

　ヤマメの稚魚の放流が３月13日と14日の２日間
行われました。13日の芋川への放流には、一勝地
小の５、６年生が参加しました。子どもたちは、バ
ケツに入った体長５㌢ほどの稚魚を優しく放流。放
流された稚魚は、元気に勢いよく泳ぎ回っていまし
た。放流体験をした子どもたちからは「きれいな川
で大きく元気に育ってほしい」という声が聞かれま
した。
　なお、ヤマメの稚魚は、村内の球磨川支流８河川
に約１万 5,500匹が放流されました。

稚魚を放流する子どもたち

大きく元気に育つのを願って放流
ヤマメの稚魚の放流

　第１分会グラウンド・ゴルフ大会は３月16日、地
域住民110人が参加して、球磨村総合運動公園多目
的広場で開催されました。
　大会は、保育園児から 86歳まで幅広い世代が参
加して行われました。春の陽気の中、笑い声が山々
に響き渡り、住民同士交流を深めました。

【成績】（敬称略）
①山

や ま ぐ ち

口カツ子
こ

②吉
よ し か わ

川孝
たかし

③山
や ま ぐ ち

口道
み ち と

人④山
や ま ぐ ち

口利
と し あ き

秋
⑤吉

よ し か わ

川エイ子
こ

⑥氏
う じ か わ

川平
たいら

たくさんの地域住民が参加しました

春の陽気の中で交流を深める
第１分会グラウンド・ゴルフ大会

　第２回たかおと運動会は３月16日、神瀬地域の
住民約200人が集まって、旧神瀬小体育館で開催さ
れました。
　運動会は、上区、川内区、下区の３チーム対抗で
行われました。競技は「泣かせ玉リレー」や「鬼ごっ
こ玉入れ」などさまざまで、子どもからお年寄りま
でみんなが参加して楽しみました。大会結果は、下
区が優勝し、見事２連覇を達成しました。運動会後
には、豪華賞品が当たる福引も行われ、最後までに
ぎわった運動会となりました。

たくさんの人が集まり運動会を楽しみました

神瀬地域に笑い声がこだまする
第２回たかおと運動会

　三ケ浦球技連盟の球技大会は３月16日、田舎の
体験交流館で開催され、三ケ浦地域の住民が集まっ
て、ソフトボール、ソフトミニバレー、ビーチボー
ルバレーをして親睦を深めました。

【成績】
（ソフトボール）①毎床キングス②ハリケーン
　　　　　　　③大無田混合

（ソフトミニバレー）①那良②大無田菜の花③毎床B
（ビーチボールバレー）①毎床B ②鵜口B ③鵜口A

ソフトミニバレーの試合

球技大会で地域の親睦を深める
三球連球技大会

　球磨村教育論文表彰式は３月６日、球磨村コミュ
ニティセンター「清流館」で開催されました。
　今年は村内の小中学校から10点の応募がありま
した。表彰式で中井久美教育委員長は「それぞれの
論文は、学習指導要領の趣旨をしっかりと踏まえて
おり、子どもたちへ情熱や愛が溢れる素晴らしいも
のでした」と講評がありました。最優秀賞には渡小
の中村友紀教諭の「一人一人のニーズに応じた特別
支援教育の充実を目指して～自閉症・情緒障がい学
級の実践～」が選出されました。

左から酒
さ か い

井克
か つ み

己教諭、中
な か む ら

村友
ゆ き

紀教諭、西
に し

聖
せ い じ

二教諭

最優秀賞は中
な か む ら

村友
ゆ き

紀教諭（渡小）
球磨村教育論文表彰式

　球磨村文化祭＆生涯学習フェスティバルは３月２
日、一勝地小体育館で開催され、各文化協会サーク
ルや生涯学習講座、保育園、小学校、青年団などが
一年間の活動の成果を披露しました。特別出演した
中九州短期大学のエイサーサークルと軽音楽部は踊
りとバンド演奏で会場を盛り上げました。また、三
味線演奏グループの木村会は「球磨の土

ど つ き う た

搗唄」など
を披露しました。他にも写真サークルや絵手紙サー
クル、フラワーアレンジメント講座などの展示もあ
り、訪れた人たちは足を止めて作品を見ていました。

中九州短期大学エイサーサークル

一年間の成果を披露する一日
球磨村文化祭＆生涯学習フェスティバル

　「人吉球磨は、ひなまつり」の一環で３月２日、
ひなまつりコンサートが石の交流館「やまなみ」で
開催されました。
　コンサートには、こがね保育園の園児や中九州短
期大学の軽音楽部の皆さんが出演して合唱やバンド
演奏を披露しました。また、大道芸人のMr.ハッキー
も出演し、お客さんを交えてさまざまな芸を披露し、
会場を盛り上げました。コンサートの後には、村の
物産品の販売が行われたり、お楽しみ抽選会が行わ
れたりするなどして最後までにぎわっていました。

合唱を披露するこがね保育園の園児

石倉に響き渡る歌や演奏
ひなまつりコンサート

　ICTを身近に感じてもらい、楽しく利用してもら
うために「暮らしの中のICT」講習会が２月19日、
球磨村役場で開催されました。講習会は、一般社団
法人 ICT能力開発協会 ICTグランドマスタートレー
ナーの青

あ お や ま

山司
つかさ

さんを講師に行われました。インター
ネットの利用はもちろん、インターネット電話サー
ビスのスカイプの使い方や動画の視聴方法、写真の
加工の仕方などの講習がありました。参加者の皆さ
んは、実際にスカイプを使用したり、カメラ画像の
加工をしたりしながら操作方法を学んでいました。

ICT について学ぶ参加者の皆さん

インターネットの利活用を学ぶ
暮らしの中の ICT
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む
し
歯
の
要
因
と
予
防
法

　
む
し
歯
は
、
複
数
の
要
因
が
重

な
り
合
っ
て
発
生
し
ま
す
。
そ
の

要
因
は
大
き
く
３
つ
あ
り
ま
す
。

む
し
歯
の
予
防
は
、
歯
磨
き
だ
け

で
は
、
十
分
に
で
き
ま
せ
ん
。
そ

れ
ぞ
れ
の
要
因
に
対
す
る
予
防
方

法
を
紹
介
し
ま
す
。

①
糖

【
予
防
方
法
】
お
や
つ
の
制
限

　

甘
い
飲
食
物
は
、
１
日
１
回
、

時
間
を
決
め
て
取
り
ま
し
ょ
う
。

②
む
し
歯
菌

【
予
防
方
法
】
歯
磨
き

　
小
さ
め
の
歯
ブ
ラ
シ
や
フ
ロ
ス

で
歯
に
付
い
た
歯し

こ

う垢
を
落
し
ま

し
ょ
う
。

③
歯
の
質

【
予
防
方
法
】
フ
ッ
化
物
の
利
用

　
フ
ッ
化
物
塗
布
・
フ
ッ
化
物
洗

口
・
フ
ッ
化
物
配
合
歯
磨
き
剤
を

活
用
し
ま
し
ょ
う
。

①糖 ③歯の質

②むし歯菌

むし歯

フ
ッ
素
が
歯
を
強
く
す
る

仕
組
み

　
歯
の
表
面
で
は
、
む
し
歯
の
要

因
と
な
る
菌
が
糖
を
分
解
し
て

作
っ
た
酸
に
よ
っ
て
、
歯
の
カ
ル

シ
ウ
ム
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
が

溶
け
出
る
現
象（
脱
灰
）と
、
溶
け

出
し
た
ミ
ネ
ラ
ル
を
歯
に
く
っ
付

け
る
修
復
現
象（
再
石
灰
化
）の
繰

り
返
し
が
起
き
て
い
ま
す
。
脱
灰

と
再
石
灰
化
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

脱
灰
が
優
勢
に
な
っ
た
時
、
む
し

歯
が
発
生
し
ま
す
。
口
の
中
の
環

境
を
良
く
す
れ
ば
、
歯
の
修
復
現

象
で
あ
る
再
石
灰
化
が
進
み
、
初

期
の
む
し
歯
は
元
通
り
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
が
フ
ッ
素
の
効
果
で
、

フ
ッ
素
洗
口
に
よ
り
酸
に
溶
け
に

く
い
歯
を
作
り
ま
す
。

球
磨
村
で
は
、「
熊
本
県
歯
及
び
口
腔
の
健
康
づ
く
り
推
進
条
例
（
平
成

22
年
11
月
施
行
）」
を
受
け
て
、
虫
歯
予
防
効
果
が
高
い
「
フ
ッ
化
物
洗

口
（
プ
ク
プ
ク
う
が
い
）」
を
普
及
さ
せ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

保
育
園
で
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
希
望
者
に
対
し
「
フ
ッ
化
物
洗
口
」
を

実
施
し
ま
す
。
現
在
、
各
保
育
園
で
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
説
明
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
小
中
学
校
の
児
童・生
徒
の
フ
ッ
化
物
洗
口
実
施
に
つ
い

て
は
、現
在
検
討
中
で
す
。

むし歯発生の仕組み

フ
ッ
素
と
は

　
フ
ッ
素
は
広
く
自
然
に
存
在
し

て
い
る
も
の
で
す
。
人
体
の
中
・

土
の
中
・
海
の
中
・
植
物
・
動
物

な
ど
必
ず
含
ま
れ
て
い
る
栄
養
素

で
す
。

フ
ッ
素
の
働
き

○
む
し
歯
に
な
り
か
け
て
溶
け
出

　
し
た
カ
ル
シ
ウ
ム
を
元
に
戻
す

フ
ッ
化
物
洗
口
で
む
し
歯

を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

フ
ッ
化
物
洗
口（
プ
ク
プ
ク
う

が
い
）は
、
保
育
園
で
は
週
に
５

日（
小
中
学
校
で
は
週
に
１
回
）、

フ
ッ
化
物
の
水
溶
液
を
少
量
口
に

含
ん
で
、
１
分
間
フ
ッ
化
物
洗
口

を
し
、
口
の
中
に
フ
ッ
素
を
い
き

わ
た
ら
せ
ま
す
。
定
期
的
に
口
腔

内
に
フ
ッ
素
が
付
く
こ
と
で
、
む

し
歯
が
で
き
に
く
い
環
境
を
作
り

ま
す
。
う
が
い
が
上
手
に
で
き
る

４
歳
頃
か
ら
中
学
生
ま
で
行
う

と
、
む
し
歯
を
約
半
分
に
減
ら
せ

ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
フ
ッ
化
物
の

利
用
法

○
フ
ッ
化
物
配
合
歯
磨
き
剤

　
歯
磨
き
の
時
に
使
う
フ
ッ
化
物

の
配
合
さ
れ
た
歯
磨
き
剤
で
す
。

「
フ
ッ
素
入
り
」
と
表
示
し
て
あ

る
物
の
他
に
、
成
分
欄
に
「
フ
ッ

化
ナ
ト
リ
ウ
ム
」「
モ
ノ
フ
ル
オ

リ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
」「
フ
ッ
化

第
一
ス
ズ
」
と
書
い
て
あ
る
物
も

あ
り
ま
す
。

○
フ
ッ
化
物
塗
布

　
歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
が
歯

に
フ
ッ
化
物
を
塗
る
方
法
で
す
。

年
に
２
～
４
回
程
度
定
期
的
に
行

う
こ
と
に
で
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

○
フ
ッ
化
物
洗
口

　
フ
ッ
化
物
洗
口
で
う
が
い
を
す

る
方
法
で
す
。
う
が
い
が
上
手
に

で
き
る
４
歳
頃
か
ら
中
学
生
ま
で

行
う
と
、
む
し
歯
を
約
半
分
に
減

ら
せ
ま
す
。

球磨村の保育園で

フッ化物洗口（プクプクうがい）が始まります

球
磨
村
の
む
し
歯
の
現
状

　
平
成
24
年
度
球
磨
村
の
３
歳
児

か
ら
５
歳
児
で
は
、
年
齢
が
上
が

る
と
と
も
に
有
病
者
率
・
一
人
平

均
む
し
歯
本
数
と
も
に
県
平
均
を

大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。
５
歳

児
で
は
、
75
％
の
子
ど
も
に
む
し

歯
が
あ
り
、
一
人
当
た
り
に
換
算

し
て
３
本
か
ら
４
本
の
む
し
歯
が

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す（
表
１
）。

　

村
の
児
童・生
徒
の
状
況
は
、

県
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
年
代
も

あ
り
ま
す
が
、
年
齢
が
上
が
る
と

と
も
に
、
む
し
歯
の
有
病
率
・
一

人
平
均
む
し
歯
数
と
も
に
増
加
し

て
い
ま
す
。
中
学
３
年
生
で
半
分

以
上
の
子
ど
も
に
む
し
歯
が
あ

り
、
一
人
当
た
り
に
換
算
し
て
、

約
２
本
の
永
久
歯
の
む
し
歯
が
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
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中３年中２年中１年小６年小５年小４年小３年小２年小１年５歳児４歳児３歳児

熊本県有病者率
球磨村有病者率
熊本県一人平均むし歯率
球磨村一人平均むし歯率

（表１）平成24年度熊本県・球磨村
　　　むし歯有病者率・一人平均むし歯本数

乳歯 永久歯
％ 本

　
作
用
を
促
し
ま
す
。

○
歯
の
表
面
に
酸
に
溶
け
に
く
い

　
結
晶
を
作
り
出
し
、
歯
の
質
を

　
丈
夫
に
し
ま
す
。

○
む
し
歯
菌
の
活
動
を
抑
え
、
酸

　
を
作
り
に
く
く
し
ま
す
。

（表２）むし歯の要因

フ
ッ
化
物
洗
口
Ｑ
＆
Ａ

（
質
問
①
）

フ
ッ
化
物
洗
口
の
効
果
は
ど
れ
く

ら
い
で
現
れ
ま
す
か
？

（
答
え
）

効
果
が
出
て
く
る
の
は
実
施
し
て

か
ら
２
年
か
ら
３
年
後
で
、特
に
、

上
の
前
歯
（
永
久
歯
）
で
は
、
２

年
か
ら
３
年
で
ほ
と
ん
ど
む
し
歯

が
発
生
し
な
い
よ
う
に
な
り
ま
す
。

（
質
問
②
）

フ
ッ
化
物
は
安
全
で
す
か
？

（
答
え
）

フ
ッ
化
物
は
、
自
然
の
中
に
広
く

存
在
す
る
も
の
で
、
私
た
ち
の
日

常
生
活
の
中
で
飲
食
物
と
共
に
摂

取
し
て
い
ま
す
。
日
頃
、
飲
食
物

か
ら
摂
取
し
て
い
る
フ
ッ
化
物
の

量
は
、
１
ミ
リ
グ
ラ
ム
か
ら
３
ミ

リ
グ
ラ
ム
程
度
で
、
フ
ッ
化
物
洗

口
で
口
に
残
る
量
は
、
０
・２
ミ

リ
グ
ラ
ム
と
少
量
で
安
全
で
す
。

（
質
問
③
）

子
ど
も
が
強
く
ぶ
く
ぶ
く
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
効

果
は
あ
り
ま
す
か
？

（
答
え
）

強
く
ぶ
く
ぶ
く
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ゆ
っ
く
り
ほ
う
を
膨
ら

ま
せ
、
軽
く
ぶ
く
ぶ
く
し
て
口
全

体
に
洗
口
液
を
い
き
わ
た
ら
せ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
首
を
左
右
に

傾
け
た
り
す
る
と
、
全
体
に
い
き

わ
た
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

■
フ
ッ
化
物
洗
口
に
関
す
る

　
問
い
合
わ
せ

健
康
衛
生
課
保
健
予
防
係

☎（
３
２
）１
１
３
９

（
資
料
）熊
本
県
フ
ッ
化
物
洗
口
マ

ニ
ュ
ア
ル
よ
り



納期月 村県民税
（住民税） 固定資産税 軽自動車税 国民健康

保険税 介護保険料 後期高齢者
医療保険料 納期限

４月 全期 ４月 １期 １期 ４月30日水

５月 １期 ５月 ２期 ２期 ６月２日月

６月 １期 ６月 ３期 ３期 ６月30日月

７月 ２期 ７月 ４期 ４期 ７月31日木

８月 ２期 ８月 ５期 ５期 ９月１日月

９月 ９月 ６期 ６期 ９月30日火

10月 ３期 10月 ７期 ７期 10月31日金

11月 11月 ８期 ８期 12月１日月

12月 ３期 12月 ９期 ９期 12月25日木

１月 ４期 １月 10期 10期 ２月２日月

２月 ４期 ２月 11期 11期 ３月２日月

３月 ３月 12期 12期 ３月25日水

担当課
税務課
課税係

☎（32）1113

住民福祉課
福祉係

☎（32）1112

健康衛生課
保険医療係

☎（32）1139

※ 12 月と３月の納期限にご注意ください（25 日になります）。
　○納期内の納付をお願いします。
　○見やすいところに貼ってご活用ください。

○村県民税
○固定資産税
○軽自動車税

○国民健康保険税
○介護保険料
○後期高齢者医療保険料

平成26年度　　納期一覧表
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平成26年度　　子どもの健康診断
母子手帳発行・両親学級（所要時間：約１時間の個別相談）
　○完全予約制ですので、電話で健康衛生課保健予防係まで事前予約をお願いします。
　○母子手帳と14回分の妊婦健診受診券（約10万円分）をお渡しします。
赤ちゃん訪問（生後40日頃）
　○安心して子育てできるように、保健師と保育士が自宅を訪問し、赤ちゃんと母親の健康のご相談をお受けします。
　○予防接種問診票（約16万円分）をお渡しします。
乳幼児健診（対象者には、10日前に通知します。）

【３カ月児、６カ月児健診】★受付　午後１時～午後１時15分　★会場　渡多目的集会施設
実施日 対象者

５月15日木 ３カ月 平成25年12月21日　～　平成26年２月15日　生まれ
６カ月 平成25年９月１日　～　平成25年10月31日　生まれ

７月17日木 ３カ月 平成26年２月16日　～　平成26年４月17日　生まれ
６カ月 平成25年11月１日　～　平成25年12月31日　生まれ

９月18日木 ３カ月 平成26年４月18日　～　平成26年６月18日　生まれ
６カ月 平成26年１月１日　～　平成26年２月28日　生まれ

11月13日木 ３カ月 平成26年６月19日　～　平成26年８月13日　生まれ
６カ月 平成26年３月１日　～　平成26年４月30日　生まれ

１月15日木 ３カ月 平成26年８月14日　～　平成26年10月15日　生まれ
６カ月 平成26年５月１日　～　平成26年６月30日　生まれ

３月12日木 ３カ月 平成26年10月16日　～　平成26年12月12日　生まれ
６カ月 平成26年７月１日　～　平成26年８月31日　生まれ

■内容　小児科健診、身体計測、子育て・栄養相談
■持参物　母子健康手帳、問診票、バスタオル、お出かけセット（ミルク、オムツ、着替えなど）

【１歳６カ月児健診】★受付　午後１時～午後１時15分　★会場　渡多目的集会施設
実施日 対象者

４月10日木 平成24年６月１日　～　平成24年９月30日　生まれ
８月７日木 平成24年10月１日　～　平成25年１月31日　生まれ

12月11日木 平成25年２月１日　～　平成25年５月31日　生まれ
■内容　小児科健診、歯科健診、身体計測、子育て・栄養相談
■持参物　母子健康手帳、問診票、バスタオル、絵本、お茶、着替えなど

【３歳６カ月児健診】★受付　午後１時～午後１時15分　★会場　渡多目的集会施設
実施日 対象者

６月12日木 平成23年１月１日　～　平成23年１月31日　生まれ
10月９日木 平成23年２月１日　～　平成23年４月30日　生まれ
２月12日木 平成23年５月１日　～　平成23年７月31日　生まれ

■内容　小児科健診、歯科健診、身体計測、尿検査、子育て・栄養相談
■持参物　母子健康手帳、問診票、当日朝一番に採った尿、バスタオル、絵本、お茶、着替えなど

【子ども歯科健診・フッ素塗布】★午後指定時間　★会場　球磨村コミュニティセンター「清流館」
実施日 対象者

５月29日木 １歳 平成25年３月１日　～　平成25年６月30日　生まれ
２歳 平成23年９月１日　～　平成24年１月31日　生まれ

９月11日木 １歳 平成25年７月１日　～　平成25年10月31日　生まれ
２歳 平成24年２月１日　～　平成24年５月31日　生まれ

１月29日木 １歳 平成25年11月１日　～　平成26年２月28日　生まれ
２歳 平成24年６月１日　～　平成24年９月30日　生まれ

■内容　歯科健診、個別相談、希望者にはフッ素塗布
■持参物　母子健康手帳、問診票、フェイスタオル　※上記対象者以外の人もお呼びすることがあります。
５歳児相談（所要時間：約２時間の個別相談）
５歳児は、基本的な生活が確立し、集団の中での言語面・情緒面・社会性が大きく成長する時期です。子どもの成長発
達を確認し、スムースな修学に向けての相談の場です。

（問い合わせ）健康衛生課保健予防係　☎（32）1139



　
か
わ
せ
み
物
産
館
で
は
、
月
に

数
回
、県
内
各
所
で
販
売
（
外
販
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。
農
林
産
物
を

生
産
し
て
い
る
人
は
出
荷
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
物
産
館
へ
持
ち
込
む
日
程
や
集

荷
量
の
調
整
が
必
要
で
す
の
で
、

出
荷
希
望
の
人
は
事
前
に
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
４
月
の
日
程

【
熊
本
県
庁
】

１
日
火
・
２
日
水

【
ゆ
め
タ
ウ
ン
浜
線
】

11
日
金
・
12
日
土
・
13
日
日

【
ゆ
め
タ
ウ
ン
光
の
森
】

18
日
金
・
19
日
土
・
20
日
日

【
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
熊
本
支
店
】

24
日
木
・
25
日
金

※
予
定
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

一
勝
地
温
泉
か
わ
せ
み
物
産
館

☎（
３
２
）０
５
４
０

春
の
農
作
業
安
全
確
認
運
動

か
わ
せ
み
物
産
館
に
農
林

産
物
を
出
荷
し
ま
せ
ん
か

募
　
　
集

情報の
窓　口

‐ INFORMATION ‐

お
知
ら
せ

　
３
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で

の
３
カ
月
間
、
全
国
で
春
の
農
作

業
安
全
確
認
運
動
を
実
施
中
で

す
。
農
繁
期
を
迎
え
る
こ
の
時
期

は
、
秋
の
収
穫
期
と
と
も
に
、
１

年
の
う
ち
で
最
も
農
作
業
の
事
故

が
発
生
し
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
特
に
、
高
齢
者
に
よ
る
事
故

が
多
く
、
注
意
が
必
要
で
す
。
農

業
機
械
に
よ
る
事
故
は
、
重
大
事

故
に
つ
な
が
る
場
合
が
多
い
の

で
、特
に
次
の
点
に
気
を
付
け
て
、

農
作
業
安
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◎
正
し
い
機
械
の
取
り
扱
い
、
操

　
作
方
法
を
身
に
つ
け
る
。

◎
作
業
に
適
し
た
作
業
服
や
防
護

　
具
を
着
用
す
る
。

◎
足
場
が
滑
る
、
路
肩
が
見
え
に

　
く
い
な
ど
条
件
の
悪
い
場
合
は
、

　
無
理
に
運
転
作
業
を
し
な
い
。

◎
運
転
操
作
は
、
余
裕
を
も
っ
て

　
確
実
に
行
う
。

◎
機
械
の
点
検
・
整
備
は
、
必
ず

　
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
か
ら
行
う
。

◎
機
械
の
日
常
点
検
・
定
期
点
検

　
に
努
め
る
。

◎
一
人
で
作
業
を
す
る
場
合
は
、

　
ど
こ
で
作
業
を
し
て
い
る
か
を

　
家
族
に
知
ら
せ
て
お
く
。

◎
過
労
運
転
・
酒
気
帯
び
運
転
は

　
や
め
る
。

■
問
い
合
わ
せ

産
業
振
興
課
農
業
係

☎（
３
２
）１
１
１
５

自
動
車
税
の
納
付

【
自
動
車
税
の
納
付
は
６
月
２
日

ま
で
に
】

　

自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は
、

５
月
初
め
に
送
付
し
ま
す
の
で
、

６
月
２
日
月
ま
で
に
、
お
近
く
の

金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
、熊
本
県
内
の
各
広
域
本
部
、

各
地
域
振
興
局
、
自
動
車
税
事
務

所
で
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
環
境
へ
の
配
慮
か
ら
自
動
車
税

の
税
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
】

　
環
境
へ
の
配
慮
か
ら
、
排
気
ガ

ス
や
燃
費
性
能
が
優
れ
た
環
境
負

荷
の
小
さ
い
自
動
車（
新
車
）は
登

録
翌
年
度
の
自
動
車
税
が
軽
減
さ

れ
、
一
定
年
数
を
経
過
し
た
環
境

負
荷
の
大
き
い
自
動
車
は
自
動
車

税
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
自
動
車
税
が
加
算
さ
れ

る
自
動
車
は
、
新
車
新
規
登
録
か

ら
11
年
を
過
ぎ
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車

と
13
年
を
過
ぎ
た
ガ
ソ
リ
ン
・
Ｌ

Ｐ
Ｇ
車
で
、
年
限
を
経
過
し
た
翌

年
度
か
ら
、
自
動
車
税
が
約
10
％

加
算
さ
れ
ま
す
。

＊
平
成
26
年
度
に
自
動
車
税
が
加

　
算
さ
れ
る
自
動
車

○
ガ
ソ
リ
ン
・
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車

平
成
13
年
３
月
31
日
以
前
に
新
車

新
規
登
録
さ
れ
た
自
動
車

○
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車

平
成
15
年
３
月
31
日
以
前
に
新
車

新
規
登
録
さ
れ
た
自
動
車

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
県
南
広
域
本
部
収
税
課

☎
０
９
６
５（
３
３
）２
１
８
４

休
診
の
お
知
ら
せ

　
球
磨
村
診
療
所
の
休
診
の
お
知

ら
せ
を
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

■
休
診
日　
４
月
12
日
土

■
問
い
合
わ
せ

球
磨
村
診
療
所

☎（
３
２
）０
３
７
７

　
マ
ダ
ニ
に
か
ま
れ
る
こ
と
で
病

原
体
に
感
染
し
、
日
本
紅
斑
熱
や

重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群

（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）な
ど
の
病
気
に
か
か

り
、重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
熊
本
県
内
で
も
、
昨
年
４
件
の

重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群

（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）の
患
者
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
紅
斑
熱
や

ダ
ニ
の
仲
間
で
あ
る
ツ
ツ
ガ
ム
シ

の
吸
血
に
よ
っ
て
感
染
す
る
ツ
ツ

ガ
ム
シ
病
が
毎
年
複
数
例
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。外
出
す
る
と
き
は
、

ダ
ニ
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
予
防
対
策

○
マ
ダ
ニ
に
か
ま
れ
な
い
こ
と
が

　
重
要
で
す
。

○
森
林
や
草
地
な
ど
マ
ダ
ニ
が
多

　
く
生
息
す
る
場
所
に
入
る
場
合

　
は
、
長
袖・長
ズ
ボ
ン・足
を
完
全

　
に
覆
う
靴
な
ど
を
着
用
し
、
肌
の

　
露
出
を
少
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

○
屋
外
活
動
後
は
、
マ
ダ
ニ
に
か

　
ま
れ
て
い
な
い
か
を
確
認
し
ま

　
し
ょ
う
。

○
吸
血
中
の
マ
ダ
ニ
に
気
が
付
い

　
た
際
は
、
速
や
か
に
病
院
で
処

　
置
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

○
マ
ダ
ニ
に
か
ま
れ
た
後
に
発
熱

　
な
ど
の
症
状
が
あ
っ
た
場
合
は
、

　
病
院
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

健
康
衛
生
課
保
健
予
防
係

☎（
３
２
）１
１
３
９

ダ
ニ
を
媒
介
し
た
病
気
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

■
受
付
時
間

午
後
２
時
～
午
後
３
時（
要
予
約
）

※
１
回
に
つ
き
２
人
ま
で

■
４
月
の
日
程

①
４
月
10
日
木

　
担
当
医
：
村
上 

良
慈 

医
師

　
場
所
：
人
吉
保
健
所

②
４
月
25
日
金

　
担
当
医
：
村
上 

良
介 

医
師

　
場
所
：
人
吉
保
健
所

■
問
い
合
わ
せ

人
吉
保
健
所
保
健
予
防
課

☎（
２
２
）３
１
０
７

相
　
　
談

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　
臨
床
心
理
士
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

心
の
悩
み
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

＊
臨
床
心
理
士
と
は
人
間
の
『
こ

　
こ
ろ
』の
問
題
に
対
応
す
る『
心

　
の
専
門
家
』
で
す
。

■
期
日　
４
月
17
日
木

■
時
間

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

■
場
所　

　
役
場
ま
た
は
自
宅
な
ど
、
ご
希

望
に
応
じ
ま
す
。

※
相
談
は
予
約
制
で
す
。ま
ず
は
、

　
お
電
話
で
住
民
福
祉
課
福
祉
係

　
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
相
談
内
容

出
産
の
不
安
・
子
ど
も
の
発
達
の

心
配
、
子
育
て
の
悩
み
・
子
ど
も

の
不
登
校
・
介
護
疲
れ
・
借
金
問

題・家
庭
（
家
族
）
の
心
配
ご
と・

ギ
ャ
ン
ブ
ル
や
ア
ル
コ
ー
ル
、
買

い
物
に
の
め
り
込
ん
で
や
め
ら
れ

な
い
・
職
場
・
学
校
の
対
人
関
係

の
悩
み
・
憂
鬱
な
気
分
が
続
く
・

眠
れ
な
い・家
庭
内
暴
力（
妻
、夫
、

労
働
相
談

①
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　
（
予
約
優
先
）

　

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、

就
職
活
動
の
進
め
方
に
つ
い
て
、

助
言
を
行
い
ま
す
。

○
時
間

（
月
曜
～
金
曜
）

午
前
９
時
～
午
後
６
時
30
分

（
土
曜
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

○
問
い
合
わ
せ

☎
０
９
６（
３
５
２
）０
８
９
５

②
生
活
相
談

　

保
育
、
公
営
住
宅
、
健
康
保

険
、
年
金
な
ど
の
生
活
に
関
す
る

相
談
・
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

○
時
間

（
月
曜
・
木
曜
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時
30
分

○
問
い
合
わ
せ

☎
０
９
６（
３
５
１
）０
５
０
０

③
労
働
相
談

　
専
門
の
相
談
員
が
解
雇
、
労
働

条
件
、
賃
金
な
ど
に
関
す
る
職
場

で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
中
立

の
立
場
か
ら
助
言
を
行
い
ま
す
。

○
時
間

（
月
曜
～
金
曜
）

午
前
９
時
～
午
後
６
時
30
分

（
土
曜
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

○
問
い
合
わ
せ

☎
０
９
６（
３
５
２
）３
６
１
３

■
全
体
の
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン

タ
ー

☎
０
９
６（
３
５
１
）０
５
０
０

恋
人
、
子
ど
も
）な
ど

■
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

住
民
福
祉
課
福
祉
係

☎（
３
２
）１
１
１
２

こ
こ
ろ
の
悩
み
相
談

期　日　4月20日日　　時　間　午前10時～午後３時30分　
場　所　球泉洞一帯

13　広報くまむら　2014.3 広報くまむら　2014.3　12

ステージイベントは大道芸人Ｍｒ．ハッキーによる大道芸や職人技が光るチェーンソーアートなどの披
露があります。ブースコーナーでは農産物や山菜の直売、マスの塩焼き、鶏のモモ焼きなどの販売を行い
ます。また、マスのつかみ取りや木工体験の体験イベントも実施します。お誘い合わせの上、ご来場ください。

（問い合わせ）球磨村観光協会事務局　☎（32）1114
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社 会村磨球 協祉福 議 会

学
校
に
い
ろ
ん
な
人
が
来
る

こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
は

人
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま

す
。
人
に
興
味
を
持
つ
こ
と
は
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
大
き
な
助

け
と
な
り
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
の
中
で
、
見
え
な
い
大

切
な
事
を
学
ん
で
い
ま
す
。
朝
の

清
掃
活
動
な
ど
で
は
、
積
極
的
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
姿
が

多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

登
下
校
を
見
守
っ
て
い
た
だ
く
人

に
自
然
と
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
」「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
言
え
る
子
ど
も
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
開
か

れ
た
学
校
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち

が
教
師
以
外
の
人
と
接
し
、
地
域

の
人
の
触
れ
合
い
を
学
ぶ
機
会
を

設
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
来
年
度
か
ら
も
、
放
課
後
子

ど
も
教
室
で
の
学
習
支
援
や
安
全

の
見
守
り
な
ど
、
さ
ら
に
多
く
の

地
域
の
人
に
参
加
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
学
校
応
援

団
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活

動
を
通
し
て
、
身
近
な
と
こ
ろ
に

さ
ま
ざ
ま
な
特
技
を
持
っ
た
人
が

い
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で

き
、
そ
の
人
た
ち
か
ら
多
く
の
事

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
、
地
域
の

人
と
一
緒
に
意
欲
的
に
取
り
組
む

姿
は
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　
本
校
は
校
区
が
広
く
、
学
校
か

ら
遠
く
離
れ
た
地
域
で
は
、
子
ど

も
た
ち
と
地
域
の
人
が
触
れ
合
う

機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
現
状

で
す
が
、
こ
の
活
動
を
通
し
て
、

地
域
の
人
が
学
校
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
く
機
会
も
増
え
、
学
校
と

地
域
の
距
離
を
縮
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
学
校
応
援
団
は
、
子

ど
も
た
ち
の
知
と
心
の
肥
や
し
と

な
る
だ
け
で
な
く
、
教
師
も
一
緒

に
学
び
、
地
域
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
今
後
も
、
た
く
さ
ん
の

人
が
気
軽
に
訪
れ
る
、
地
域
と
一

体
と
な
っ
た
学
校
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
校
で
は
、
大
瀬
組
郷
土
芸

能
保
存
会
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
で
、
毎
年
２
年
生
を
対
象
に

文
政
三
年
棒
踊
り
の
継
承
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
も
保
存

会
の
皆
さ
ん
の
ご
指
導
で
何
度
も

練
習
を
重
ね
、
本
番
の
学
習
発
表

会
で
は
、
素
晴
ら
し
い
披
露
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
域
の

伝
統
文
化
を
引
き
継
ぐ
こ
と
は
、

生
徒
に
と
っ
て
、
と
て
も
意
義
の

あ
る
経
験
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

生
徒
は
、
指
導
者
の
真
剣
な
表
情

や
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
、
自
分

た
ち
が
周
り
の
た
く
さ
ん
の
人
に

支
え
ら
れ
て
生
き
て
い
る
こ
と
を

再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
地
域
の
人
と
の
交
流
は
、
生
徒

に
と
っ
て
刺
激
と
な
り
、
礼
儀
正

し
さ
が
身
に
付
き
ま
す
。
ま
た
、

礼
儀
を
褒
め
て
も
ら
う
こ
と
で
感

謝
の
心
を
養
う
こ
と
も
で
き
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
や
学
校

応
援
団
と
の
新
た
な
関
わ
り
の
場

を
設
け
、
生
徒
が
成
長
す
る
き
っ

か
け
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

一勝地小
国
く に た け

武 靖
や す し

士 校長

渡小
松
ま つ だ

田 晃
こ う じ

二 校長

球磨中
田
た し ろ

代 修
おさむ

 校長

だ
ご
汁
の
振
る
舞
い

　

球
磨
村
文
化
祭
＆
生
涯
学
習

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
３
月
２
日
、

一
勝
地
小
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、

球
磨
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会（
小
川
公
子
会
長
）が
、
だ
ご
汁

と
お
に
ぎ
り
の
販
売
を
し
ま
し
た
。

　
鍋
い
っ
ぱ
い
に
作
っ
た
だ
ご
汁

は
、昼
過
ぎ
に
は
完
売
し
ま
し
た
。

毎
年
、
多
く
の
お
客
さ
ん
に
喜
ん

で
も
ら
い
、
作
り
手
も
嬉
し
い
限

り
で
す
。
来
年
も
ま
た
文
化
祭
の

会
場
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

火
の
用
心

　
西
分
署
の
皆
さ
ん
と
こ
が
ね
保

育
園
の
園
児
が
３
月
３
日
、
せ
せ

ら
ぎ
を
訪
問
し
ま
し
た
。
園
児
た

ち
は
、
全
国
火
災
予
防
運
動
週
間

中
の
火
の
用
心
を
呼
び
掛
け
、
松

谷
事
務
局
長
に
ポ
ス
タ
ー
を
渡
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
ひ
な
ま
つ
り
当
日
と
い

う
こ
と
で
、園
児
か
ら
利
用
者
に
、

歌
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

一
勝
地
小
の
３
年
生
が
訪
問

　
一
勝
地
小
の
３
年
生
13
人
が
３

月
11
日
、
せ
せ
ら
ぎ
を
訪
問
し
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
せ
せ
ら

ぎ
の
施
設
見
学
や
「
三
年
峠
」
の

劇
発
表
を
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
の
元
気
な
声
と
ダ
ン
ス
に
利
用

者
や
職
員
は
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま

し
た
。

だご汁で心も体もぽかぽかに 大きな鍋で愛情たっぷりのだご汁
150 食作りました

利用者一人一人にプレゼントを手渡
しました

火の用心を呼び掛けました

肩もみで「気持ちよか～」と
笑顔に

せせらぎの施設見学 みんな元気で、とてもすばら
しい劇でした

心
配
ご
と
相
談

～
気
軽
に
相
談
を
～

　
生
活
す
る
上
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

悩
み
や
問
題
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

各
関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
解
決
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

い
ま
す
。

■
相
談
日　
毎
月
第
４
金
曜

■
時
間　
午
前
９
時
～
正
午

■
場
所

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー

せ
せ
ら
ぎ

■
問
い
合
わ
せ

球
磨
村
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
３
２
）０
０
２
２

よ
せ
ら
れ
た
善
意

　
社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
遺
族
の

皆
さ
ん
か
ら
香
典
返
し
と
し
て
ご

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
お
気
持
ち
を
大
切
に
役
立
て
て

い
き
ま
す
。

（
２
月
分
）

栁 

健
次 

様（
故 

藤
山
テ
ル
）

永
椎 

樹
一
郎 

様（
故 

リ
キ
）

槻
木 

ミ
エ
カ 

様（
故 

明
人
）

小
川 

豊
喜 

様（
故 

ヤ
エ
子
）

宮
本 

フ
サ 

様（
故 

善
次
郎
）

泉 

秀
夫 

様（
故 

エ
リ
子
）

中
渡 

祐
八
郎 

様（
故 

偉
康
）

嶽
本 

富
士
男 

様（
故 

サ
チ
コ
）

ご
み
袋
の
新
価
格
決
定

　
ご
み
袋
の
新
価
格
が
決
定
し
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
４
月
１
日
購
入
分
か
ら
変
更
と

な
り
ま
す
。村
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
新
価
格

大
サ
イ
ズ

　
２
１
０
円
↓
２
１
５
円

中
サ
イ
ズ

　
１
６
０
円
↓
１
６
５
円

本
の
紹
介

　
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら

「
泣
い
て
、
笑
っ
て
、
昭
和
の
子

育
て
」を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

球
磨
村
公
民
館
図
書
館
と
せ
せ
ら

ぎ
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

■学校応援団とは？
　保護者や地域住民が、村内の小・中学校における学習活動や安心・安全の確保、環境整備などの支援を行うボランティア活動です。

我
ら
球

磨村
学校応

援
団 シリーズ⑨

伝えます。学校からの声

本年度４月から始まった球磨村学校応援団活動では、延べ 94 人の地域の皆さんが活動してきました。これまで小
中学校の学校応援団の活動を紹介してきましたが、今回は、学校応援団活動を振り返る意味で、村内小中学校長に
話を聞きました。



号が無いとはいえすごいです。子どもたちは、ヘリ
コプターをこんなに近くで見たのも、マイクで話さ
れるのも、写真撮ってもらうのも初めてで「すごい
すごい！かっこいい！いいなぁ、乗りたい！」と叫
び続けていました。将来の夢に「ヘリコプターのパ
イロット」という子も出てくるかもしれませんね。
まさに未知との遭遇！ヘリコプターとのひと時（２
分間）にしばらくは感動冷めやらぬ子どもたちと職
員でした。すごい思い出になりました。

　先日、幼年消防クラブの防災キャンペーンの一環
で保育園の上空に防災ヘリ「ひばり」が飛んで来ま
した。園庭には「こうのせ 119 火のようじん」の
文字を描き、子どもたちは幼年消防の法被を着てキ
ラキラのボンボンを両手に持ち、大きく手を振りバ
イバ～イの練習をして、今か今かと子どものみなら
ず職員もドキドキしなら待ちました。
　11 時 50 分ボロボロボロという音がしたかと思う
と、あっという間に園庭の上空に来てホバリングし

「神瀬保育園の皆さんこんにちは」とマイクで話さ
れました。ヘリコプターのドアがスライドし、中の
消防士が「パチッ」とカメラで撮ってくれた後、園
舎上空を旋回し、猛スピードで熊本の方へと飛んで
行きました。消防士の皆さんに聞いたところ、なん
と熊本まで 15 分で飛ぶそうです。空には渋滞や信

陽だまり 球磨村地域子育てセンター“陽だまり”
〒 869-6401 球磨村大字渡乙 763（渡保育園内）
TEL：(33)0125　FAX：(33)0173
ホームページ：http://www.kmbb.jp/watari/

赤ちゃんこんにちは！ 「陽だまり」４月行事予定
　10日木 １歳６カ月児健診
　12日土 あおむし応援団
　　　　　活動開始
　14日月 陽だまりサロン
　24日木 陽だまりサロン
　　　　　「ママ誕生会」
　30日水 陽だまりサロン

陽だまりサロンでは、育児講座の「ナンシー講座」・「陽
だまり講座」や「すこやか子育てトーク」など、フリー
トークに加え、球磨村で子育て中の親子やマタニティー
の皆さんで楽しく過ごしています。上記の日程をご覧
の上、どうぞお気軽にご参加ください。お待ちしてい
ます！（初めて参加する人は電話でご連絡ください）

防災ヘリ「ひばり」の飛来　　　　　神瀬保育園

球 磨 村 青 年 団 ～ A young man's power ～

　３月２日、一勝地小学校で球磨村文化祭＆生涯学習
フェスティバルが開催され、青年団は合唱を披露しま
した。
　なかなか練習もできず、全国青年大会最優秀賞とい
うプレッシャーの中での発表でしたが、歌い終わった
後は「感動したよ」「よかったよ」と声を掛けていた
だきました。私たちの歌声を聴きに来てくださっ皆さ
んありがとうございました。これからも地域密着型青
年団として、みんなで活動していきたいと思います。
　また、新入団員も募集してますので、ぜひぜひ球磨
村青年団へお声掛けください。

球磨村文化祭＆生涯学習フェスティバル

作り方
（あんでいちごを包む）
①いちごはへたをとり、水で洗い水気をきる。白あんは１０等分する。
②いちごのへたが下になるように、あんで包む。

（生地を作る）
③耐熱器に、白玉粉、砂糖を入れ、泡だて器で混ぜ合わせる。
④分量の水を２回に分けて加え、ダマがなくなるまでしっかり混ぜる。
⑤ラップをして、600 Ｗの電子レンジに３分かけ、滑らかになるまでしっかり
　混ぜる。
⑥⑤をもう一度繰り返し、今度は木べらで混ぜる。最後にもう一度レンジに４
　分かけ、均一な固さになるまで木べらで混ぜる。

（仕上げる）
⑦片栗粉の打ち粉へ生地を移し、あら熱を取り、１０等分にする。
⑧②を生地で包んで出来上がり！

栄養価（１個当たり）
エネルギー：123kcal　たんぱく質：2.9g　脂質：0.3g　塩分：0g

健康衛生課　栄養士　冨永 明希江

いちご大福

レシピ
球 磨 太 郎

Kumantaro recipe

　３月５日、「球磨村トーク！」を球磨村青年会館で
開催しました。
　内容は「今年度、何が楽しかったか、印象に残った
こと、辛かったこと、悩んだこと」「来年度どんなこ
とがしたいか」などで、青年団について深く語り合い
ました。オブザーバーに平成25年度球青協会長の中
竹さん、副会長の福山さん、幹事の中渡さんを迎え、
トークの中に入ってもらいアドバイスなどをいただき
ました。今後反省をいかしながら、新たにやりたいこ
とは、積極的に実行していけるように取り組んでいき
たいと思います。

球磨村トーク

球磨村の旬を食べよう！
いちごにはビタミンＣがみかんの２倍以上含まれ
ています。ビタミンＣはコラーゲン生成を助け、
皮膚を丈夫にするなど、美肌づくりには欠かせな
い栄養素です。しかし、体内のビタミンＣはスト
レスや喫煙などで失われやすく、また体内に蓄積
しておくことはできないので、食事が不規則なと
きほど意識してしっかり摂りましょう。

材料（10個分）
白玉粉

（細かくすりつぶしふるっておく）　　 120g
砂糖　 　　　　　　　　　　　　　　  70g
水　　　　　 　　　　　　　　　　  200㏄
いちご　 　　　　　　　　　　　　　 10個
白あん　　　　　　　　　　　　　　 200g
片栗粉（打ち粉）　　　　　　　　　　　適量

はじめまして、よろしくね！

防災ヘリ「ひばり」 消防士の皆さんと記念写真

３歳６カ月健診 みんな、いい笑顔！

陽だまりサロン

ありがとうよろしく会・あおむし応援団
今年度のあおむし応援団の“ありよろ会”をしました。
来年度も 15 人の新メンバーを加えて頑張ります！

最多参加
者の表彰

みんなでホッ
トドックパー
ティー

いちご大福を作って
おいしくいただきました。
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本のある暮らし

■
肥
後
狂
句

　
・
よ
も
ぎ
餅　
母
か
ら
届
く
里
の
味

　
・
親
な
れ
ば
こ
そ　
拳
骨
か
ま
す
事
ッ
も
有
る

　
・
分
か
ら
ん　
朝
ま
で
元
気
だ
っ
た
の
に

　
・
落
し
物　
蹴
た
く
っ
と
っ
て
拾
わ
し
た　
　
　
　
　
　
日
當 

山
岳

　　
・
ご
っ
つ
ん
こ　
鬼
千
匹
の
二
ひ
き
居
る

　
・
ほ
ら
ほ
ら　
再
稼
働
す
る
て
ち
言
わ
す　
　
　
　
　
　
鳥
飼 

竜
胆

■
川
柳

　
・
浅
田
真
央　
ダ
イ
ヤ
の
涙　
ソ
チ
五
輪

　
・
啓
蟄
や
蝦が

ま蟇
が
ゴ
ソ
ッ
ト
　
面つ

ら

を
出
し　
　
　
　
　
　
上
村 

義
喜

　　
・
沈
丁
花　
香
り
高
く
て　
人
目
引
く　
　
　
　
　
　
　
蔀 

フ
ク
エ

　　
・
宝
く
じ　
当
た
ら
ぬ
先
の　
予
算
立
て　
　
　
　
　
　
継

　
・
道
草
を　
す
れ
ば
目
に
つ
く　
蕗
の
薹

　
・
春
一
番　
庭
の
な
べ
ま
で　
と
ん
で
行
き　
　
　
　
　
カ
ヅ
子

■
短
歌

　
・
バ
ン
ペ
イ
ユ　
植
え
し
父
逝
き
て　
十
九
年

　
　
懐
か
し
そ
の
実
を　
仏
壇
に
供
う

　
・
手
の
平
に　
上
げ
て
眺
む
る　
宝
も
の

　
　
幼
き
こ
ろ
の　
孫
の
赤
い
く
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本 

露
子

　
・
家
族
ら
は　
て
き
ぱ
き
仕
事
を　
こ
な
し
お
り

　
　
我
は
毎
朝　
弁
当
を
作
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
犬
童 

幸
子

　
・
春
来き

な
ば　
忘
れ
ゐ
し
野
草　
其
れ
ぞ
れ
に

　
　
芽
を
出
し
呉
れ
て　
嬉
し
く
眺
む

　
・
二
輪
草　
一
輪
草
も
顔
そ
ろ
ゑ

　
　
心
ワ
ク
ワ
ク　
花
待
ち
を
り
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
可
津
子

み
ん
な
の
広
場
※
原
稿
は
、
毎
月
10
日
ま
で
に
総
務
企
画
課
へ

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

戸
籍
の
窓

　球磨村公民館図書室では、１回につき１人２冊まで１週間レンタルがで
きますのでぜひご利用ください。お待ちしています。
■受付日　月～金（祝日を除く）　■受付時間　午前８時 30 分～午後５時
■問い合わせ　教育委員会　☎ (32)1117

強力な生物兵器を雪山に埋めた。雪が解
け、気温が上昇すれば散乱する仕組みだ。
場所を知りたければ 3 億円を支払え―そ
う脅迫してきた犯人が事故死してしまっ
た。上司から生物兵器の回収を命じられ
た研究員は、息子と共に、とあるスキー
場に向かった。頼みの綱は目印のテディ
ベア。だが予想外の出来事が、次々と彼
等を襲う。ラスト 1 頁まで気が抜けない
娯楽快作。

「シリーズの入門編がほしい！」という多
くのリクエストによって誕生した「わく
わく数の世界の大冒険」の入門編。書き
下ろしテーマ満載のラインナップ。1 日
１テーマで「算数」が大好きになっちゃ
う！全国の子どもたちが感動した学習絵
本シリーズです。

最初から世界の終わり。最後まで世界の
終わり。けれど、優しさと愛しさと、さ
みしさでいっぱいの終わり。最高の“愛
の物語”が、再び誕生。『いま、会いにゆ
きます』『恋愛寫眞 もうひとつの物語』『そ
のときは彼によろしく』と、累計 250 万
5500 部に達するベストセラーを連発し
た著者による、久々の書き下ろし作品です。

行事予定　EVENT CALENDER　④月
㊐ ㊊ ㊋ ㊌ ㊍ ㊎ ㊏

１ ２ ３
柴立姫神社大祭

（10:00 ～淋地区）

４ ５
JR ウォーキング

（8:30 ～ JR 一勝地駅
スタート）

６ ７ ８
球磨中入学式

（14:00 ～球中）

９
渡小入学式

（10:00 ～渡小）
一勝地小入学式

（10:00 ～一小）

10
区長文書
１歳６カ月児健診

（13:00 ～ 渡多）

11 12

13 14 15 16 17
こころの悩み相談

（13:30 ～ 16:30 清
流館）

18 19

20
急流と鍾乳洞の里ま
つり

（10:00 ～球泉洞）

21 22
球磨村議会議員選挙
告示日

23 24 25
区長文書

（広報くまむら発行）

26

27
球磨村議会議員選挙
投票日

28 29 緑の日 30

■各施設の略称
清流館：球磨村コミュニティセンター「清流館」　渡多：渡地区多目的集会施設　神多：神瀬地区多目的集会施設
やまなみ：石の交流館「やまなみ」　かわせみ：一勝地温泉かわせみ　運公：球磨村総合運動公園　さんがうら：田舎の体験交流館「さんがうら」　
渡保：渡保育園　こがね：こがね保育園　神保：神瀬保育園　渡小：渡小学校　一小：一勝地小学校　球中：球磨中学校

休日当番医　④月
６日 日

仁田畑クリニック（多良木町） ☎ (42)1123
脳神経外科小林クリニック（錦町） ☎ (38)5670
緒方医院（相良村） ☎ (35)0131
増田クリニック小児科（人吉市） ☎ (22)3570

13日 日
井口医院（多良木町） ☎ (42)5570
たかの眼科（あさぎり町） ☎ (47)2550
人吉総合病院小児科（人吉市） ☎ (22)2191

20日 火

東病院（あさぎり町） ☎ (45)5711
増田耳鼻咽喉科クリニック（あさぎり町） ☎ (45)8001
権頭医院（相良村） ☎ (36)0008
公立多良木病院小児科（多良木町） ☎ (45)2560

27日 日
犬童耳鼻咽喉科（多良木町） ☎ (43)0777
岩井クリニック（あさぎり町） ☎ (49)2181
たかはし小児科内科医院（人吉市） ☎ (24)2222

29日 日

桑原医院（あさぎり町） ☎ (45)0205
犬童内科胃腸科医院（あさぎり町） ☎ (45)1125
球磨村診療所（球磨村） ☎ (32)0377
やまむら医院（あさぎり町） ☎ (45)0005

※都合により変更になる場合がありますので、受診する人は事前に当番医療機関にご確認
　ください。

人口・世帯の動き
（平成26年３月１日現在）

人口 前月比
世帯数（戸） 1,580 △１
人　口（人） 4,177 △ 11
男　性（人） 1,977 △５
女　性（人） 2,200 △６

各種相談日程
　村で開催される各種相談の日程をお知らせ
します。

「こころの悩み相談」
期日：４月17日 木
時間：午後１時30分～午後４時30分
場所：球磨村コミュニティセンター「清流館」

（問い合わせ）住民福祉課　☎（32）1112

２
月
届
け
出
分
（
敬
称
略
）

■
お
誕
生
お
め
で
と
う

（
氏
名
）

大お

お

む

た

無
田 

結ゆ
う
す
け介
（
保
護
者
）

卓す
ぐ
る

（
地
区
）

大
久
保

■
ご
結
婚
お
め
で
と
う

　
（
氏
名
）

　
白し

ら
い
し石 

将ま
さ
し司

　
立た

つ
の野 

美み

さ

き

早
紀

　
今い

ま
む
ら村 

翼た
す
く

　
中な

か
が
き垣 

絵え

り里

（
地
区
）

相
良
村

立
野

今
村

埼
玉
県

■
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（
氏
名
）

小お
が
わ川 

ヤ
エ
子こ

（
80
）

遠と
お
ば
ら原 

勲い
さ
お

（
77
）

泉い
ず
み 

エ
リ
子こ

（
85
）

宮み
や
も
と本 

善ぜ
ん
じ
ろ
う

次
郎
（
86
）

嶽た
け
も
と本 

サ
チ
コ
（
83
）

内う
ち
ぬ
の布 

多た

え

こ

惠
子
（
73
）

中な
か
わ
た
り渡 

偉よ
し
や
す康
（
85
）

地ぢ

げ下 

ツ
ル
エ
（
87
）

伊い
だ
か髙 

友と
も
き喜

（
81
）

（
地
区
）

小
川

俣
口

茶
屋

友
尻

岳
本

内
布

岳
本

今
村

伊
高
瀬

寿寿
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編
集
後
記

▼
桜
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
国

道
沿
い
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
山
々

に
咲
く
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
、
少
し

ず
つ
村
が
桜
色
に
染
ま
り
始
め
て

い
ま
す
。
広
報
紙
を
編
集
し
て
い

る
時
期
は
、
二
、三
分
咲
き
と
い

う
と
こ
ろ
で
す
。
広
報
く
ま
む
ら

４
月
号
で
は
、
満
開
の
桜
を
紹
介

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
▼
母

校
球
磨
中
の
卒
業
式
に
取
材
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の
頃

は
、
今
年
の
卒
業
生
の
倍
以
上
の

人
数
が
い
た
の
で
、
本
当
に
少
な

く
な
っ
た
な
と
感
じ
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
、
卒
業
生
、
在
校
生
全
員

で
つ
く
り
上
げ
た
卒
業
式
は
、
と

て
も
感
動
的
な
も
の
で
し
た
。
卒

業
生
の
皆
さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢

に
向
か
っ
て
、
ひ
た
む
き
に
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
▼
つ
い
先
日
３

月
に
入
っ
た
と
思
っ
て
い
た
の

に
、
も
う
終
わ
り
に
近
づ
き
ま
し

た
。
振
り
返
れ
ば
、
あ
っ
と
い
う

間
の
一
年
で
し
た
。
そ
し
て
も
う

間
も
な
く
４
月
に
な
り
ま
す
。
私

自
身
、
新
し
い
気
持
ち
で
ま
た
一

年
、
い
ろ
ん
な
事
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。
来
年

度
も
ど
う
ぞ
「
広
報
く
ま
む
ら
」

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（

朗
）

　
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員

を
務
め
る
氏
川
カ
ツ
ヨ
さ
ん（
70
）

の『
笑
顔
の
源
』は
、「
も
っ
た
い

な
い
」と
い
う
エ
コ
の
精
神
で
す
。

　
17
年
前
、
水
か
ぶ
れ
に
悩
ま
さ

れ
て
い
た
氏
川
さ
ん
は
、
野
菜
の

茹
で
汁
で
手
を
洗
っ
た
と
こ
ろ
、

す
べ
す
べ
に
な
る
こ
と
に
気
付
き

ま
し
た
。

　
「
野
菜
や
う
ど
ん
な
ど
の
茹
で

汁
に
は
、
多
く
の
栄
養
素
が
溶
け

込
ん
で
い
ま
す
。
毎
日
茹
で
汁
で

洗
い
続
け
て
、
手
荒
れ
が
な
く
な

り
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
手
を
見
せ

て
く
れ
る
氏
川
さ
ん
。
現
在
は
、

村
内
外
の
学
校
や
婦
人
部
を
月
２

回
程
度
訪
れ
、
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ

を
教
え
て
い
ま
す
。「
エ
コ
ク
ッ

キ
ン
グ
を
初
め
て
体
験
し
た
人
は

み
ん
な
驚
い
て
、
一
生
懸
命
学
ん

で
く
れ
ま
す
。
そ
ん
な
姿
を
見
る

と
自
分
自
身
も
う
れ
し
く
な
り
ま

す
」
と
優
し
い
笑
顔
に
。

　
「
エ
コ
を
学
ぶ
上
で
大
切
な
こ

と
は
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
興
味
を

持
ち
、
習
慣
に
し
て
い
く
こ
と
で

す
。
最
初
は
だ
ま
さ
れ
た
と
思
っ

て
や
っ
て
み
て
と
皆
さ
ん
に
伝
え

て
い
ま
す
」。
氏
川
さ
ん
は
「
自

分
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
使
命
感
を
胸
に
、
こ
れ
か

ら
も
た
く
さ
ん
の
人
に
エ
コ
の
精

神
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

vol .12
Smile
～笑顔で輝く球磨人～

エコの精神で人とつながり、
心も体も優しい笑顔に。

氏う
じ
か
わ川 

カ
ツ
ヨ 

さ
ん （
島
田
）


